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令和７年（2025年）12月24日

日 時：令和8年１月１1日（日）

場 所：文化センターなんでも館

開 場：１２時4０分

寄席開演：１３時３０分
※当日、体調のすぐれない方の参加はご遠慮ください。

※会場に入りましたら大声で話したり、咳エチケットなどの

ご配慮をお願いします。

　
11
月
15
日
㈯
、16
日
㈰
の
２
日
間
、

な
ん
で
も
館
を
会
場
と
し
て
「
２
０

２
５
昇
龍
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
で
、
15
回
目
を
迎
え
る
「
昇

龍
ま
つ
り
」
は
、
村
民
と
農
林
商
工

業
者
な
ど
の
各
種
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
の
再
発
見
や
、
村
民
同
士

の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
な
ど
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
種
表
彰
や
「
羽
ば
た
け
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
」
動
画
完
成
祝
賀
試
写
会
や

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校
に
よ

る
テ
ッ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
を
は

じ
め
地
元
の
各
種
団
体
に
よ
る
農
林

産
物
の
販
売
や
、
体
験
、
健
康
コ
ー

ナ
ー
、
作
品
展
示
、
保
育
園
児
、
小

学
生
、
中
学
生
な
ど
に
よ
る
発
表
、

も
の
ま
ね
芸
人
に
よ
る
歌
姫
も
の
ま

ね
フ
ェ
ス
、
投
げ
餅
が
行
わ
れ
両
日

と
も
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
村
民
の
み
な
さ
ん
や
関

係
者
お
よ
び
餅
投
げ
の
景
品
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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広 報　天　龍　第226号 令和７年（2025年）12月24日

　
９
月
30
日
㈫
と
10
月
１
日
㈬
に
国

土
交
通
省
、
財
務
省
と
関
東
地
方
整

備
局
に
対
し
、
天
龍
村
長
と
天
龍
村

議
会
議
員
で
村
独
自
の
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
30
日
㈭
に
長
野
県
建

設
部
及
び
長
野
県
議
会
に
対
し
、
天

龍
村
長
と
天
龍
村
議
会
議
員
、
天
龍

村
商
工
会
長
、
天
龍
村
観
光
協
会
長

で
国
・
県
道
の
道
路
整
備
な
ど
に
向

け
た
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
要
望
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
国
道
四
一
八
号
　
足
瀬
地
籍
の
災

害
早
期
復
旧
と
前
後
の
道
路
狭
隘

部
分
の
改
良
整
備
推
進

〇
国
道
四
一
八
号
　
天
竜
川
橋
架
け

替
え
工
事
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
　
阿
南
町
新
野
〜

天
龍
村
的
瀬
間
の
拡
幅
改
良
整
備

推
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
平
岡
ダ

ム
〜
十
方
峡
橋
（
松
崎
）
の
道
路

改
築
事
業
の
早
期
着
工

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線

　
和
知
野
〜
羽
衣
崎
の
急

カ
ー
ブ
、
急
勾
配
の
解
消

及
び
ト
ン
ネ
ル
化
に
よ
る

改
良
整
備
推
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　

満
月
屋
〜
早
木
戸
橋
間
の

改
良
整
備
推
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　

沿
線
樹
木
伐
採
の
実
施

〇
一
般
県
道
大
河
内
中
川
原
線
　
川

島
〜
大
河
内
間
の
待
避
所
設
置
と

道
路
防
災
事
業
の
整
備
推
進

〇
一
級
村
道
大
河
内
線
　
過
疎
代
行

に
よ
る
村
道
大
河
内
線
の
改
良
整

備
推
進

〇
一
級
河
川
芝
沢
川
、
一
級
河
川
早

木
戸
川
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
土
石
流
対
策

〇
福
島
地
区
、
向
方
地
区
ス
ド
ウ
チ

地
籍
の
地
す
べ
り
対
策
の
推
進

　
国
土
交
通
省
沓
掛
道
路
局
長
よ
り

国
道
四
一
八
号
は
地
域
の
重
要
な
道

路
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
三
遠
南

信
自
動
車
道
を
見
据
え
周
遊
し
て
も

ら
え
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
よ
う
、

継
続
し
て
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
野
県
栗
林
建
設
部
長
か
ら
は
国

土
強
靭
化
対
策
予
算
の
確
保
に
向
け

て
国
へ
の
要
望
活
動
を
行
う
の
で
、

予
算
確
保
に
向
け
協
力
願
い
た
い
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
15
日
㈯
の
昇
龍

ま
つ
り
の
中
で
行
わ
れ
、
ご
出

席
い
た
だ
い
た
方
々
に
村
長
よ

り
、
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。村

　表
　彰

○
村
松
小
司
郎 

様
（
長
野
町
区
）

○
大
平
　
正
長 

様
（
中
央
区
）

○
竹
田
　
順
次 

様
（
大
河
内
区
）

感
　謝
　状

○
大
平
　
亮
治 

様
（
飯
田
市
）

○
林
　
　
修
亨 

様
（
喬
木
村
）

○
田
村
　
克
彦 

様
（
長
野
市
）

○
橋
爪
　
　
稔 

様
（
飯
田
市
）

○
川
上
　
久
光 

様
（
下
條
村
）

○
城
田
　
　
道 

様
（
埼
玉
県
）

○
小
池
　
昌
子 

様
（
茨
城
県
）

　
以
上
の
方
か
ら
は
、
村
に
貴

重
な
美
術
品
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
若
林
　
剛
之 

様
（
京
都
府
）

　
村
に
多
額
の
金
品
を
寄
附
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
表
彰

〇
熊
谷
　
千
鶴 

様
（
倉
の
平
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、
５
年
間
、
保
険
を
使

用
し
な
か
っ
た
世
帯
で
、
国
民

健
康
保
険
税
を
完
納
し
た
世
帯
。

村
　表
　彰

〇
熊
谷
　
千
鶴 

様
（
倉
の
平
区
）

〇
吉
澤
　
幸
男 

様
（
上
平
う
ぐ
す

宇
　
連
　
区

）

〇
安
達
ト
シ
子 

様
（
本
町
区
）

〇
村
松
　
秀
俊 

様
（
梨
畑
区
）

〇
宮
澤
　
正
吉 

様
（
鶯
巣
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、３
年
以
上
に
わ
た
り
、

保
険
を
使
用
し
な
か
っ
た
世
帯

で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

表彰式にご出席していただいたみなさん

国
保
健
康
家
庭
表
彰

村
表
彰
・
国
民
健
康
保
険

健
康
家
庭
表
彰

村･

村
議
会
に
よ
る
国
道･

県
道
の
改
良
な
ど
の
要
望
活
動
を
実
施

長野県 栗林建設部長へ要望書の手渡し

国土交通省 沓掛敏夫道路局長へ要望書の手渡し

　
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以

下
に
な
っ
た
時
や
、
一
日
中
気

温
が
氷
点
下
の
真
冬
日
が
続
い

た
時
な
ど
に
、水
道
管
の
凍
結
・

破
裂
に
よ
る
水
漏
れ
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
凍
結
防
止
に
有
効
な
手
段

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護

…
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
器

ボ
ッ
ク
ス
内
や
、
屋
外
に
む
き

出
し
の
水
道
管
は
、
保
温
材
や

ヒ
ー
タ
ー
で
保
護
す
る
こ
と
が

有
効
で
す
。
特
に
、
立
ち
上
が

り
部
分
は
地
中
の
20
㎝
ほ
ど
、

ま
た
蛇
口
部
分
も
保
護
す
る
こ

と
が
効
果
的
で
す
。

●
不
凍
栓
の
活
用

…
不
凍
栓
が
あ
る
場
合
は
、
寝

る
前
に
必
ず
バ
ル
ブ
を
閉
め
、

蛇
口
を
し
っ
か
り
開
い
て
水
抜

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
も
、
水
道
管
が
破
裂
し

漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー

器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉

め
て
か
ら
、
水
道
工
事
業
者
へ

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
建
設
課 

環
境
水
道
係
）

水
道
管
凍
結
事
故
に

　ご
注
意
く
だ
さ
い
！

凍
結
注
意
！

年末年始のご案内
12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5
（土）（日）（月） （火） （水）（木）（金）（土）（日）（月）

ふれあいステーション龍泉閣
【２階フロント、売店】

通常営業

12時閉店
休業

通常営業【１階レストラン】 14時閉店

【４階ラウンジ】 休業

龍泉の湯
正午～18時
受付終了
19時閉館

休業
正午～20時
受付終了
21時閉館

通常
営業

天龍温泉おきよめの湯 通常営業 18時閉館 休業 通常営業

レストラン湯とり 冬季営業 休業 冬季営業

図書館 開館 休館（12/29～1/5）

村営バス神原線 通常運行 午後
運休 運休 通常運行

村営バス阿南線（予約制） 運休
通常
運行
（要予約）

広域バス平岡線（平岡⇔和田） 運休 通常運行 運休 通常
運行

乗合タクシー平岡線
（平岡⇔和田） 土日ダイヤ 通常運行 土　日

ダイヤ 運休 土日ダイヤ 通常
運行

天龍村国保診療所 休診（12/26～1/2） 休　日
当番医 休診 通常

診療

稲葉クリーンセンター受け入れ × × 〇 〇 × × × × × 〇

阿南斎場の受け入れ 〇 × 〇 〇 × × × × × 〇

【その他】可燃ゴミの収集は、向方・大河内地区は12月29日㈪まで収集を行い、年始は１月５日㈪から収集を行います。
それ以外の地区は、12月30日㈫まで収集を行い、年始は１月６日㈫から収集を行います。
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天
龍
小
学
校
で
、「
お
や
す
・

し
め
縄
、
餅
つ
き
大
会
」
が
12

月
３
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
月
を
迎
え
る
し
き
た
り
な

ど
の
体
験
を
通
し
て
、
伝
統
行

事
の
良
さ
を
知
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

み
な
さ
ん
の
助
言
の
も
と
、
児

童
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
お
や

す
・
し
め
縄
」
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
餅
つ
き
で
は
、
小
学

５
・
６
年
生
が
育
て
収
穫
し
た

も
ち
米
を
、
今
で
は
見
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
杵
と
臼
を

使
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
方
法
で

つ
き
ま
し
た
。
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
リ
ズ
ム
よ
く
つ
か
れ
た
お

餅
は
、
お
雑
煮
や
き
な
こ
餅
と

し
て
振
る
舞
わ
れ
、
み
な
さ
ん

で
味
わ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

日
本
の
伝
統
行
事
を
学
ぶ
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
広
報
天
龍
第
２
２
５
号
（
９

月
号
）
で
公
表
後
、
９
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
原
　
絵
里
香
様
●
源
田
　
義
雄
様

●
吉
澤
　
和
志
様
●
八
木
み
ゆ
き
様

●
大
木
　
英
宏
様
●
山
田
　
洋
輝
様

●
田
辺
　
直
子
様
●
前
川
　
将
之
様

●
照
屋
　
誠
　
様
●
青
木
　
聡
　
様

●
津
田
　
康
平
様
●
冨
沢
　
修
　
様

●
藤
井
　
勝
稔
様
●
石
川
　
俊
雄
様

●
福
本
　
謙
三
様
●
宮
本
　
吾
郎
様

●
青
木
　
幸
尚
様
●
大
塚
　
恭
正
様

●
藤
牧
　
敏
朗
様
●
渡
邊
健
太
郎
様

●
山
口
　
初
　
様
●
雨
宮
　
加
奈
様

●
中
沢
　
邦
秀
様
●
高
井
　
郁
貴
様

●
金
澤
兼
二
郎
様
●
河
本
　
良
作
様

●
牧
　
拓
也
　
様
●
森
島
　
千
絵
様

●
岡
　
貴
之
　
様
●
宮
部
　
将
幸
様

●
周
　
経
民
　
様
●
堀
岡
　
伸
康
様

●
千
葉
　
凌
輔
様
●
藤
島
　
森
羅
様

●
中
村
　
達
郎
様
●
大
脇
　
和
彦
様

●
大
関
　
健
治
様
●
折
山
　
亮
介
様

●
黒
田
　
直
人
様
●
山
崎
　
拓
　
様

●
松
尾
　
政
考
様
●
稲
見
　
渉
里
様

●
竹
内
　
悠
登
様
●
齋
藤
　
伸
一
様

●
小
柳
友
歌
里
様
●
野
崎
美
由
紀
様

●
鎌
倉
　
光
男
様
●
村
田
　
幸
平
様

●
岸
　
純
一
　
様
●
宇
土
　
晃
央
様

●
御
澤
　
晴
人
様
●
木
戸
万
有
美
様

●
黒
川
　
由
登
様
●
村
松
　
直
和
様

●
岩
崎
　
智
弘
様
●
奥
村
　
智
和
様

●
清
沢
　
典
子
様
●
細
田
　
洋
二
様

●
傳
　
浩
司
　
様
●
大
谷
美
也
子
様

●
林
　
幹
人
　
様
●
山
田
　
洋
嗣
様

●
岩
松
　
迪
拓
様
●
野
村
　
尚
也
様

●
筒
井
　
一
伸
様
●
山
口
　
郁
馬
様

●
中
田
　
雄
二
様
●
北
原
　
恵
子
様

●
竹
下
　
光
一
様
●
大
西
　
洋
一
様

●
小
林
　
恵
二
様
●
山
内
有
紀
子
様

●
山
成
　
真
市
様
●
林
　
那
須
弘
様

●
角
龍
　
颯
太
様

　
今
回
は
４
３
４
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら

の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場

窓
口
で
も
承
り
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
地
域
防

災
組
織
育
成
事
業
）を
活
用
し
、

消
防
団
の
夏
用
活
動
服
を
整
備

し
、
団
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
猛
暑
日
が
続
く
近

年
の
夏
場
の
消
防
団
活
動
に
お

い
て
熱
中
症
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
整
備

し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
も
、
消
防
団
で
は
活
動

す
る
団
員
の
健
康
や
安
全
面
を

配
慮
し
な
が
ら
、
村
民
の
み
な

さ
ん
の
安
心
安
全
を
守
れ
る
よ

う
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協力を
いただきありがとうございました。みなさんのご協力に
より、「281,300円」を収納することができ、11月18日
㈫長野県支部に送金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域での
奉仕団活動の資金として活用されます。
　全国各地で災害が相次ぐなか、今後も活動資金へのご
理解とご協力をお願いします。

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協力を
いただきありがとうございました。みなさんのご協力に
より、「281,300円」を収納することができ、11月18日
㈫長野県支部に送金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域での
奉仕団活動の資金として活用されます。
　全国各地で災害が相次ぐなか、今後も活動資金へのご
理解とご協力をお願いします。

令和７年度 日赤社資の収納報告

• 図柄デザインラッピング郵便ポスト 役場・龍泉閣・南支所へ設置
• ３月末時点の住民基本台帳人口が998人となり、1,000人を下回る
• 村営バス阿南線運行開始
• 福祉医療（老人）給付額を６割から８割へ増
• 天龍村議会議員一般選挙　無投票により８名当選　
• 議長に村松克一氏、副議長に熊谷美沙子氏
• 国道418号 福島トンネル竣工祝賀会開催
• 代表監査委員に秦　和哉氏　就任
• 働く世代向け運動教室の開始
• 天龍小中学生 大阪・関西万博見学会の開催
• 最高気温35度以上の猛暑日が令和５年を上回り、役場で29日、中井侍で32日記録
• 教育委員に宮澤くるみ氏再任
• 村営ケーブルテレビ新規受付終了、㈱飯田ケーブルテレビによる光キャストビジョ
ンの配信開始
• 民生児童委員一斉改選

令和７年（2025年） 村のおもなできごと

今年のおもな
できごとです。

お
や
す 

し
め
縄

　
　餅
つ
き
大
会

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▶
整
備
し
た
夏
用
活
動
服

令和７年度

コミュニティ
助成事業
消防団の夏用
活動服購入
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民生委員･児童委員の一斉改選が行われました
　任期満了による民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、12月１日㈪より新たな委
員でスタートすることになりました。民生委員・児童委員は、民生委員法により定め
られた民生委員推薦会によりその選考が行われ、長野県知事に推薦されたもので、知
事は県の地方社会福祉審議会の意見を聴いたうえで厚生労働大臣に推薦し、このたび
同大臣から委嘱される運びとなりました。任期は３年間で、長期にわたり大変お世話
になりますがよろしくお願いします。

福士直子さん（西原）
　長年にわたり、地域福祉の向上にご尽力いただきましたことに、心から感謝申
し上げます。

　民生委員は民生委員法により市町村への設置が定められ、児童委員は児童福祉法に
よって民生委員が児童委員を兼ねることとなっています。民生委員・児童委員は厚生
労働大臣に委嘱されたボランティアとして、地域に根差した福祉活動を展開するもの
で、担当区域の住民の実態や福祉需要の日常的な把握と、地域住民が抱える問題につ
いて、相手の立場に立って相談に乗ります。また、住民の福祉需要に応じてサービス
が受けられるよう関係行政機関、施設・団体などに連絡し、必要な対応を促すパイプ
役となっていただくのが主な活動になります。
　民生委員・児童委員は、個人的な利益につながる支援としての経済的支援や労力の
提供などは行いません。また、過剰な個人的付き合いを強いられるものでもありませ
んので、ご理解をお願いします。

　
本
格
的
な
除
雪
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
村
で
は
道
路
の
安
全
確

保
の
た
め
、
積
雪
10
セ
ン
チ
を

目
安
に
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま

す
。
　
　

　
ま
た
、
凍
結
が
予
想
さ
れ
る

道
路
に
は
塩
カ
ル
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
み
な

さ
ん
に
は
降
雪
時
の
塩
カ
ル
散

布
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
塩
カ
ル
は
路
面
凍
結
を
防
ぐ

た
め
の
も
の
で
す
が
、
車
両
や

金
属
製
品
に
付
着
す
る
と
錆
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
走
行
後
は
早
め
の
洗
車
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　
玄
関
前
・
車
庫
前
の
雪
寄
せ

は
各
ご
家
庭
で
の
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。（
建
設

課
・
地
域
振

興
課
）

　
大
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
特
に
昭
和
56
年

（
１
９
８
１
年
）
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
は
、
現
行
の
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
宅
の

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工

事
に
対
す
る
支
援
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
よ
り
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

耐
震
改
修
工
事
の
補
助
額
を
従

来
の
最
大
60
万
円
か
ら
最
大
１

１
５
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。

　「
う
ち
の
家
は
大
丈
夫
か
な
」

と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
役
場
建
設
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
大
切
な
ご
家
族
の
命
を
守
る

た
め
、
今
で
き
る
備
え
を
一
緒

に
進
め
ま
し
ょ
う
。

建
設
課
（
32-

１
０
２
２
）

　
11
月
９
日
㈰
に
飯
田
市
の
天

龍
峡
で
、「
ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
de
縁
結
び
in
天
龍
峡
」
と
題

し
て
、
天
龍
村
、
泰
阜
村
、
売

木
村
、
阿
南
町
、
下
條
村
の
南

部
五
町
村
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
天
龍
峡
観
光
案
内
所
〜
そ
ら

さ
ん
ぽ
天
龍
峡
を
往
復
す
る
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

回
は
男
性
10
名
、
女
性
５
名
が

参
加
し
、
天
龍
村
か
ら
は
１
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
出
会
い

の
場
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
秘
境
大
学
と
は
…

　
関
係
人
口
を
創
出
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
天
龍
村
の
フ
ァ
ン

を
増
や
す
取
組
で
す
。

12
月
７
日
㈰
郷
土
料
理
教
室

　
郷
土
料
理
教
室
は
非
常
に
人

気
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
村
民
の
方
が
、教
授
と
な
り
、

村
内
外
か
ら
、
13
名
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
年
末
と
い
う
事
で
、

大
汁
や
こ
ん
に
ゃ
く
の
く
る
み

和
え
を
作
り
、み
ん
な
で
調
理
・

食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も

美
味
し
く
、ま
た
参
加
し
た
い
」

と
好
評
で
し
た
。

退 任 委 員

民生委員・児童委員の活動について

『民生委員・児童委員名簿』（令和７年度改選後）

出身地区 氏　名 新•再任別 担　当　地　区
清　水 遠山　巳好 再　任 折立　清水　北　本町　長野
西　原 宮澤ナヲ子 再　任 為栗　西原　東原Ａ
東原Ｂ 小木曽靖子 再　任 東原Ｂ　中央　余野
長野町 村松　三子 再　任 長野町　南下　松島　長沼　長島宇連　見遠
南　上 板倉　昭德 再　任 岡本　南上　南中
十久保 熊谷　秀敏 再　任 鶯巣　十久保　下山　中井侍　上平うぐす宇連
福　島 平松　喜子 再　任 栄町　福島　大久那　合戸　
坂　部 平松　和子 再　任 中組　戸口　倉の平　坂部
向　方 橋爪　　誠 再　任 梨畑　大河内　向方　峠山
向　方 村松　美雪 新　任 天龍村全域【主任児童委員】

任期：令和７年12月１日～令和10年11月30日 （敬称略）

除
雪
作
業
・

　
　塩
カ
ル
に
つ
い
て

冬
本
番
！

耐
震
診
断
・

　耐
震
改
修
の
ご
案
内

住
ま
い
の
安
全
を
守
る
た
め
に

トレッキングコースの説明を受ける参加者

メニュー「大汁」・「こんにゃくのくるみ和え」

南部五町村婚活
イベント開催

秘
境
大
学
２
０
２
５
開
校
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楽
し
い
忘
新
年
会
に
は
、
お
い
し

い
食
事
と
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
の

飲
酒
が
つ
き
も
の
で
す
。

　
古
く
か
ら
人
々
に
た
し
な
ま
れ
て

き
た
お
酒
は
、
適
量
で
あ
れ
ば
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
過
剰
な
飲
酒

は
人
々
に
健
康
障
害
や
社
会
的
な
問

題
を
起
こ
し
、
様
々
な
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴
酒
つ
ま
り
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
麻

薬
・
覚
せ
い
剤
・
タ
バ
コ
・
睡
眠

薬
な
ど
と
同
じ
く
依
存
性
が
あ
り

ま
す
。
習
慣
的
に
飲
酒
を
続
け
る

と
ア
ル
コ
ー
ル
に
耐
性
が
つ
く
の

で
、
少
量
で
は
酔
え
ず
飲
酒
量
が

増
え
ま
す
。
そ
し
て
「
酒
を
飲
み

た
い
欲
求
」
を
抑
え
ら
れ
な
く
な

り
、
酒
を
求
め
て
家
中
探
し
て
飲

む
・
酒
を
買
う
た
め
に
何
と
し
て

で
も
出
掛
け
る
な
ど
、
自
分
で
は

飲
酒
行
動
を
止
め
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
」
と
い
う
病
気
で
す
。

⑵
飲
ん
だ
お
酒
に
含
ま
れ
る
ア
ル

コ
ー
ル
の
大
半
は
小
腸
で
吸
収
さ

れ
、
血
中
に
入
り
全
身
を
巡
っ
た

後
、
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ま
す
。
年

齢
・
性
別
・
体
質
・
摂
取
量
な
ど

に
よ
り
、
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
は

異
な
り
ま
す
が
、
不
適
切
な
飲
酒

は
次
の
よ
う
な
健
康
被
害
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

①
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
脂
肪
肝
、肝
炎
、

肝
硬
変
と
肝
臓
が
ん

②
慢
性
す
い
炎
（
膵
臓
病
）

③
心
不
全
、
高
血
圧
、
脳
卒
中

④
高
尿
酸
血
症
・
痛
風

⑤
胃
が
ん
、
喉
頭
・
咽
頭
が
ん
、
食

道
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
女
性
の
乳

が
ん
な
ど

⑶
不
適
切
な
飲
酒
を
減

ら
す
た
め
に

①
自
分
の
飲
酒
量
（
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
）
を

把
握
す
る
。

　
飲
酒
量
の
１
単
位

は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル

に
換
算
す
る
と
20
ｇ

で
す
。
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
を
高
め
る

一
日
当
た
り
の
純
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
量
は「
男
性
40
ｇ
・

２
単
位
」「
女
性
20
ｇ
・
１
単
位
」

以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
飲
み
す
ぎ
を
避
け
る
た
め
、
予
め

摂
取
量
を
決
め
て
お
く
。

③
合
間
に
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
や

水
（
炭
酸
水
）
を
飲
む
。

④
飲
酒
し
な
い
日
を
設
け
る
。

⑷
も
し
か
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
？

①
飲
酒
量
が
増
え
た

②
飲
酒
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い

③
長
時
間
飲
み
続
け
、
回
復
が
遅
く

な
っ
て
き
た

④
飲
酒
し
な
い
と
離
脱
症
状
が
起
こ

る
（
イ
ラ
イ
ラ
・
頭
痛
・
吐
き
気
・

発
汗
・
手
の
震
え
・
不
眠
・
食
欲

不
振
な
ど
）

　
①
〜
④
の
サ
イ
ン
が
あ
る
場
合
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

「
自
分
は
依
存
症
で
は
な
い
」
と
本

人
は
否
認
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

家
族
や
周
囲
が
理
解
し
手
を
差
し
伸

べ
ま
し
ょ
う
。

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い

●
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
テ
ス
ト
（
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
オ
ー

デ
ィ
ッ
ト
）

●「
減
酒.jp
」
大
塚
製
薬

●「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
治
療
ナ
ビ.jp

」

●
酒
造
メ
ー
カ
ー
各
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

『
お
酒
、
飲
み
す
ぎ
て

　
　
　
　
　
い
ま
せ
ん
か
？
』

症
問
題
に
つ
い
て
の
サ
イ
ト
が
あ

り
ま
す
。

相
　
　
談
　
　
先

⑴
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

依
存
症
相
談

☎
０
２
６‒

２
６
６‒

０
２
８
０

⑵
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課

☎
０
２
６
５‒

53‒

０
４
４
４

⑶
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ケ
根

☎
０
２
６
５‒

83‒

３
１
８
１（
代
表
）

※
電
話
で
「
お
酒
の
こ
と
で
相
談
し
ま

す
」
と
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
先
に
迷
う
場
合
は
、
役
場
健

康
福
祉
課
健
康
支
援
係
保
健
師
に

遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
メ
ー
ル
で
も
承
り
ま
す
。

本
人
で
は
な
く
家
族
や
友
人
の
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

　
☎
０
２
６
０‒

32‒

１
０
２
１

hokenshi

＠vill.tenryu.lg.jp

お酒に伴うリスクや知識を知る
飲酒ガイドライン▶

全国のアルコール健康障害に関する
相談窓口▶

お酒と自分の関係を調べる
AUDIT▶

アルコールウォッチ

お酒の影響を受けやすい　   つの要因とは

みんなに知ってほしい
飲酒のこと

飲酒は健康だけでなく、様々な影響をおよぼします。
一人ひとりがアルコールのリスクを理解し、

どのような影響があるか、自分にあった飲酒量を決め、
健康に配慮した飲酒を心がけましょう。

●  自らの飲酒状況などを把握する
●  あらかじめ量を決めて飲酒する
●  飲酒前、飲酒中に食事をとる
●  飲酒の合間に水を飲む
●  1週間のうち、飲まない日を設ける

●  一時多量飲酒（急いで飲まないようにしましょう）
●  他人への飲酒の強要
●  不安や不眠を解消するための飲酒
●  病気など療養中の飲酒や服薬後の飲酒
●  飲酒中、飲酒後の運動や入浴

お酒との付き合い方を見直してみよう 以下のような飲酒や飲酒後の行動は避けましょう

重要!!

あなたの行動をチェック！

＜飲酒にかかる留意事項＞・ 飲酒運転や20歳未満の飲酒は法律で禁止されています　・ 妊娠中や体質的にお酒を受け付けられない人は飲酒を避けましょう

3

自分が飲んだお酒の種類を選ぶと、簡単に総飲酒量（純アルコール量）とお酒の分解にかかる
時間が計測できます。自分の健康を管理するための方法の1つとして、活用してみましょう。

年齢の違いによる影響 性別の違いによる影響 体質の違いによる影響

長期・大量に飲酒することによる「発症」
・ アルコール依存症・生活習慣病・肝疾患
・ がん など  

飲酒後にトラブルが発生「行動面」
・ 高所での作業による事故・怪我や他人とのトラブル
・ 火気を伴う器具類の扱いによる事故 など

高齢者は体内の水分量の減少等
で、若い頃と同じ飲酒量でもアル
コールの影響が強く現れ、転倒、
骨折、筋肉の減少の危険性が高ま
ります。
20歳代の若年者は脳の発達の途
中であり、健康問題のリスクが高
まる可能性があります。

女性は、一般的に男性と比べて体内
の水分量が少なく、分解できるアル
コール量も少ないため、アルコール
の影響を受けやすいことが知られ
ています。

体内の分解酵素の働きの強弱など
が個人によって大きく異なり、顔が
赤くなったり、動悸や吐き気を引き
起こす可能性があります。

過度な飲酒による影響他にも

1 2 3

アルコールウォッチ
飲酒チェックツール

飲酒量チェック 飲酒運転防止

A4（w210×h297） 厚労省 飲酒ガイドラインリーフレット_花

純アルコール20ｇに相当する酒量

天龍村定住促進事業による通勤助成金の申請を開始します。

該当する方は通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

【該当要件】①～③のすべてを満たすことが条件です。
①令和８年１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意思がある方

②16歳以上で村外に勤務されている方（年齢の上限はありません）

③通勤日数が月15日以上の方（月15日未満は支給対象外です）

【助成内容】
・2025年１月～12月までの間の勤務実績に応じて、通勤距離１kmあたり10円（月最大8,000

円（消防団員にあっては月最大10,000円））で算出します。消防団員の方は助成総額に

10％を加算した額を支給します。

・助成の内容については、総額の１/２は現金で支給し、１/２は翌年度村内のガソリンスタ

ンド（以下SS）で使えるクーポン券を支給します。クーポン券端数分は切り捨て、現金で

支給します。

・今年度から、年齢に応じた支給率を廃止しました。

※村内SSクーポン券で利用できるものの例：給油、灯油配達、タイヤ、オイル交換、洗車
※SS発行の専用カードへの入金など、換金性が高いものには使用できません。

【提出書類】
①住民票の写し（令和８年１月５日㈪以降に発行のもの）

②申請書および誓約書（役場、南支所、村のホームページからダウンロード

　　　　　　　　　　　（行政情報→くらしと手続き→申請書→申請書ダウンロード）
※申請書と合わせて会社などの就業証明書を添付してください。会社などへの就業証明は、就業先に申請書内
にある該当箇所への記入押印を依頼してください。
※今回初めて通勤助成金を申請される方、就業先が変わった方などは、通勤経路図を添付してください。

【受付期間・受付場所】
　役場（地域振興課）または南支所へ令和８年（2026年）１月５日㈪～30日㈮までに提出ください。

▼　　　▼　　　▼　　　▼　　　▼

《ご不明な点がございましたら、役場地域振興課移住定住推進係へお問い合わせください。》

☎32－1023

通勤助成金の受付を開始します

（例）助成額が80,000円の場合

【クーポン券支給分】
80,000円×１/２＝40,000円
●翌年度村内SSで使えるクーポン券として交付
（1,000円券×40枚）

【現金支給分】
80,000円－40,000円（クーポン券）＝　40,000円
●40,000円を年度末に現金振り込みで支給
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12
月
15
日
㈪
か
ら
12
月
31
日

㈬
ま
で
年
末
の
交
通
安
全
運
動

期
間
で
す
。
阿
南
交
通
安
全
協

会
天
龍
支
部
で
は
、
12
月
15
日

㈪
に
平
岡
駅
前
で
交
通
指
導
所

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
年
末
の
交
通
指
導
所
で
は
、

阿
南
警
察
署
の
交
通
安
全
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
運
転
は
　
み
ん
な

笑
顔
で
　
柚
子
里
愛
」
に
ち
な

ん
だ
天
龍
村
の
柚
子
を
配
布

し
、
交
通
安
全
へ
の
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
冬
季
は
雪
や
凍
結
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
、
夜
間
の
事
故
が
増
え

る
時
期
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
や
ラ

イ
ト
の
早
め
の
点
灯
を
意
識
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
末
年
始

は
飲
酒
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

秋
晴
れ
の
中
、
ニ
セ
ン
ジ
パ

タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で

開
催
さ
れ
、
村
内
18
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
後
は
慰
労
会
を
開
催
し

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

豚
汁
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
大
会
か
ら
参
加
者
間
の
実

力
差
を
調
整
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
算
出
方
法
の
一
つ
で

あ
る
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
を
導

入
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
方

式
を
導
入
す
る
こ
と
で
上
位
者

で
も
運
の
要
素
で
順
位
が
変
わ

る
可
能
性
が
あ
り
、
誰
も
が
最

後
ま
で
優
勝
を
狙
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
の
春
に
も

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
ゴ
ル

フ
初
心
者
の
方
で
も
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
12
月
か
ら
は
当
該
ゴ

ル
フ
場
は
冬
季
休
業
と
な
り
ま

す
の
で
、
来
春
も
ぜ
ひ
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
お
子
さ
ん
の
夜
間
の
ケ
ガ
や

急
病
な
ど
の
際
、
保
護
者
の
方

が
対
処
に
戸
惑
う
場
合
や
、
病

院
へ
連
れ
て
行
く
べ
き
か
判
断

が
難
し
い
時
に
、
看
護
師
な
ど

の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
助
言

し
ま
す
。

①
平
日

午
後
７
時
か
ら

翌
朝
午
前
８
時
ま
で

②
土
日
・
祝
日
と
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

　
午
前
８
時
か
ら
翌
朝
午
前
８

時
ま
で
の
24
時
間
対
応

　
局
番
な
し
の「
＃
８
０
０
０
」

は
、
携
帯
電
話
ま
た
は
プ
ッ

シ
ュ
回
線
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
と
Ｉ
Ｐ
電
話

の
場
合
は
「
☎
０
２
６‒

２
３

５‒

１
８
１
８
」
へ
お
掛
け
く

だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
長
野
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
＃
８
０
０
０
に
つ
い

て
）
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　一般コース

◇対　　象　　おおむね50歳以上の県内在住者

◇会　　場　　飯田合同庁舎３階　講堂 他

◇定　　員　　60人（先着順）

◇学習期間　　２年間

◇学習内容　　教養講座、実技・選択講座、地域づくり講座

◇授　業　料　　年１万２千円（教材費など別途負担あり）

　共 通 事 項

◇募集期間　　令和８年２月２日㈪～令和８年３月31日㈫

◇応募方法　　願書を市町村福祉課または飯田保健福祉事務所（合同庁舎３階）に持

参または郵送

◇願書提出先　住所：〒395-0034　飯田市追手町2-678　
◇お問い合わせ先　☎0265-53-0464（直通）事務局まで。詳しくは、長野県シニア大学

　　　　　　　（https://www.nicesenior.or.jp/daigaku/index/）をご覧ください。

生活保護制度のこと、聞いてみませんか。

全国青年司法書士協議会主催  全国一斉生活保護相談会
　日 時：令和８年１月25日㈰　 10：00～18：00

専用電話番号 0120－052－088（当日のみの専用（臨時）の番号です）
※相談は無料、秘密は厳守します。

長
野
県
小
児
救
急

　
　
　
　電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
の
受
付
時
間

　
　
　
　
　

が
拡
大
し
ま
し
た

長野県シニア大学南信州学部令和８年度学生募集林
業
機
械
の
貸
し
出
し

事
業
に
つ
い
て

年
末
の
交
通
指
導
所
を

開
設
し
ま
し
た

　
地
域
発
　
元
気
づ
く
り
支
援

金
事
業
は
、
市
町
村
や
公
共
的

活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団

体
が
実
施
す
る
「
地
域
の
元
気

を
生
み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発

展
性
の
あ
る
事
業
」
に
対
し
助

成
す
る
制
度
で
す
。

募
集
期
間

令
和
８
年
１
月
５
日
㈪
〜
２
月

２
日
㈪

※
県
へ
の
提
出
期
限
と
異
な
り
ま
す
。

応
募
書
類
の
提
出
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

※
村
が
支
援
す
る
類
似
の
支
援
金

（
い
き
い
き
活
動
支
援
金
）
は
、

元
気
づ
く
り
支
援
金
の
募
集
終

了
後
に
募
集
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
業
を
予
定
し
て
い

る
方
は
優
先
し
て
元
気
づ
く
り

支
援
金
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
本
事
業
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
役
場
地
域
振
興
課
移
住

定
住
推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
☎（
32
）
１
０
２
３

令
和
８
年
度
地
域
発
元
気

づ
く
り
支
援
金
事
業
募
集

天
龍
村
で
は
、
林
業
に
取
り

組
む
方
の
作
業
効
率
化
や
間
伐

材
な
ど
村
の
森
林
資
源
を
有
効

活
用
す
る
た
め
に
林
業
機
械
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
て
い
る
林
業
機
械

は
、
木
材
破
砕
機
・
簡
易
製
材

機
・
ラ
ジ
キ
ャ
リ
・
エ
ン
ジ
ン

式
薪
割
機
で
す
。

貸
し
出
し
の
対
象
と
な
る
方

は
、
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

又
は
、
農
林
業
に
関
係
の
あ
る

非
営
利
団
体
の
み
な
さ
ん
で

す
。貸

し
出
し
期
間
は
、
原
則
30

日
以
内
で
す
。

貸
付
料
は
有
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
地
域
振
興
課
林
務
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
32
）
１
０
２
３

11
月
２
日
㈰
に
第
28
回
天
龍

第
28
回
パ
タ
ー

　
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

ゆ  

ず  

り  

あ  

い

“ゆずりあい”に
ちなんだ柚子
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岡
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。
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ス
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で

す
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運
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は
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う
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長
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パ
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ゴ
ル
フ
大
会
が

秋
晴
れ
の
中
、
ニ
セ
ン
ジ
パ

タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で

開
催
さ
れ
、
村
内
18
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
後
は
慰
労
会
を
開
催
し

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

豚
汁
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
大
会
か
ら
参
加
者
間
の
実

力
差
を
調
整
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
算
出
方
法
の
一
つ
で

あ
る
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
を
導

入
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
方

式
を
導
入
す
る
こ
と
で
上
位
者

で
も
運
の
要
素
で
順
位
が
変
わ

る
可
能
性
が
あ
り
、
誰
も
が
最

後
ま
で
優
勝
を
狙
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
の
春
に
も

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
ゴ
ル

フ
初
心
者
の
方
で
も
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
12
月
か
ら
は
当
該
ゴ

ル
フ
場
は
冬
季
休
業
と
な
り
ま

す
の
で
、
来
春
も
ぜ
ひ
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
お
子
さ
ん
の
夜
間
の
ケ
ガ
や

急
病
な
ど
の
際
、
保
護
者
の
方

が
対
処
に
戸
惑
う
場
合
や
、
病

院
へ
連
れ
て
行
く
べ
き
か
判
断

が
難
し
い
時
に
、
看
護
師
な
ど

の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
助
言

し
ま
す
。

①
平
日

午
後
７
時
か
ら

翌
朝
午
前
８
時
ま
で

②
土
日
・
祝
日
と
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

　
午
前
８
時
か
ら
翌
朝
午
前
８

時
ま
で
の
24
時
間
対
応

　
局
番
な
し
の「
＃
８
０
０
０
」

は
、
携
帯
電
話
ま
た
は
プ
ッ

シ
ュ
回
線
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
と
Ｉ
Ｐ
電
話

の
場
合
は
「
☎
０
２
６‒

２
３

５‒

１
８
１
８
」
へ
お
掛
け
く

だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
長
野
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
＃
８
０
０
０
に
つ
い

て
）
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　一般コース

◇対　　象　　おおむね50歳以上の県内在住者

◇会　　場　　飯田合同庁舎３階　講堂 他

◇定　　員　　60人（先着順）

◇学習期間　　２年間

◇学習内容　　教養講座、実技・選択講座、地域づくり講座

◇授　業　料　　年１万２千円（教材費など別途負担あり）

　共 通 事 項

◇募集期間　　令和８年２月２日㈪～令和８年３月31日㈫

◇応募方法　　願書を市町村福祉課または飯田保健福祉事務所（合同庁舎３階）に持

参または郵送

◇願書提出先　住所：〒395-0034　飯田市追手町2-678　
◇お問い合わせ先　☎0265-53-0464（直通）事務局まで。詳しくは、長野県シニア大学

　　　　　　　（https://www.nicesenior.or.jp/daigaku/index/）をご覧ください。

生活保護制度のこと、聞いてみませんか。

全国青年司法書士協議会主催  全国一斉生活保護相談会
　日 時：令和８年１月25日㈰　 10：00～18：00

専用電話番号 0120－052－088（当日のみの専用（臨時）の番号です）
※相談は無料、秘密は厳守します。

長
野
県
小
児
救
急

　
　
　
　電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
の
受
付
時
間

　
　
　
　
　

が
拡
大
し
ま
し
た

長野県シニア大学南信州学部令和８年度学生募集林
業
機
械
の
貸
し
出
し

事
業
に
つ
い
て

年
末
の
交
通
指
導
所
を

開
設
し
ま
し
た

　
地
域
発
　
元
気
づ
く
り
支
援

金
事
業
は
、
市
町
村
や
公
共
的

活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団

体
が
実
施
す
る
「
地
域
の
元
気

を
生
み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発

展
性
の
あ
る
事
業
」
に
対
し
助

成
す
る
制
度
で
す
。

募
集
期
間

令
和
８
年
１
月
５
日
㈪
〜
２
月

２
日
㈪

※
県
へ
の
提
出
期
限
と
異
な
り
ま
す
。

応
募
書
類
の
提
出
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

※
村
が
支
援
す
る
類
似
の
支
援
金

（
い
き
い
き
活
動
支
援
金
）
は
、

元
気
づ
く
り
支
援
金
の
募
集
終

了
後
に
募
集
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
業
を
予
定
し
て
い

る
方
は
優
先
し
て
元
気
づ
く
り

支
援
金
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
本
事
業
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
役
場
地
域
振
興
課
移
住

定
住
推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
☎（
32
）
１
０
２
３

令
和
８
年
度
地
域
発
元
気

づ
く
り
支
援
金
事
業
募
集

天
龍
村
で
は
、
林
業
に
取
り

組
む
方
の
作
業
効
率
化
や
間
伐

材
な
ど
村
の
森
林
資
源
を
有
効

活
用
す
る
た
め
に
林
業
機
械
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
て
い
る
林
業
機
械

は
、
木
材
破
砕
機
・
簡
易
製
材

機
・
ラ
ジ
キ
ャ
リ
・
エ
ン
ジ
ン

式
薪
割
機
で
す
。

貸
し
出
し
の
対
象
と
な
る
方

は
、
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

又
は
、
農
林
業
に
関
係
の
あ
る

非
営
利
団
体
の
み
な
さ
ん
で

す
。貸

し
出
し
期
間
は
、
原
則
30

日
以
内
で
す
。

貸
付
料
は
有
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
地
域
振
興
課
林
務
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
32
）
１
０
２
３

11
月
２
日
㈰
に
第
28
回
天
龍

第
28
回
パ
タ
ー

　
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

ゆ  

ず  

り  

あ  

い

“ゆずりあい”に
ちなんだ柚子
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楽
し
い
忘
新
年
会
に
は
、
お
い
し

い
食
事
と
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
の

飲
酒
が
つ
き
も
の
で
す
。

　
古
く
か
ら
人
々
に
た
し
な
ま
れ
て

き
た
お
酒
は
、
適
量
で
あ
れ
ば
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
過
剰
な
飲
酒

は
人
々
に
健
康
障
害
や
社
会
的
な
問

題
を
起
こ
し
、
様
々
な
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴
酒
つ
ま
り
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
麻

薬
・
覚
せ
い
剤
・
タ
バ
コ
・
睡
眠

薬
な
ど
と
同
じ
く
依
存
性
が
あ
り

ま
す
。
習
慣
的
に
飲
酒
を
続
け
る

と
ア
ル
コ
ー
ル
に
耐
性
が
つ
く
の

で
、
少
量
で
は
酔
え
ず
飲
酒
量
が

増
え
ま
す
。
そ
し
て
「
酒
を
飲
み

た
い
欲
求
」
を
抑
え
ら
れ
な
く
な

り
、
酒
を
求
め
て
家
中
探
し
て
飲

む
・
酒
を
買
う
た
め
に
何
と
し
て

で
も
出
掛
け
る
な
ど
、
自
分
で
は

飲
酒
行
動
を
止
め
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
」
と
い
う
病
気
で
す
。

⑵
飲
ん
だ
お
酒
に
含
ま
れ
る
ア
ル

コ
ー
ル
の
大
半
は
小
腸
で
吸
収
さ

れ
、
血
中
に
入
り
全
身
を
巡
っ
た

後
、
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ま
す
。
年

齢
・
性
別
・
体
質
・
摂
取
量
な
ど

に
よ
り
、
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
は

異
な
り
ま
す
が
、
不
適
切
な
飲
酒

は
次
の
よ
う
な
健
康
被
害
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

①
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
脂
肪
肝
、肝
炎
、

肝
硬
変
と
肝
臓
が
ん

②
慢
性
す
い
炎
（
膵
臓
病
）

③
心
不
全
、
高
血
圧
、
脳
卒
中

④
高
尿
酸
血
症
・
痛
風

⑤
胃
が
ん
、
喉
頭
・
咽
頭
が
ん
、
食

道
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
女
性
の
乳

が
ん
な
ど

⑶
不
適
切
な
飲
酒
を
減

ら
す
た
め
に

①
自
分
の
飲
酒
量
（
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
）
を

把
握
す
る
。

　
飲
酒
量
の
１
単
位

は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル

に
換
算
す
る
と
20
ｇ

で
す
。
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
を
高
め
る

一
日
当
た
り
の
純
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
量
は「
男
性
40
ｇ
・

２
単
位
」「
女
性
20
ｇ
・
１
単
位
」

以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
飲
み
す
ぎ
を
避
け
る
た
め
、
予
め

摂
取
量
を
決
め
て
お
く
。

③
合
間
に
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
や

水
（
炭
酸
水
）
を
飲
む
。

④
飲
酒
し
な
い
日
を
設
け
る
。

⑷
も
し
か
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
？

①
飲
酒
量
が
増
え
た

②
飲
酒
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い

③
長
時
間
飲
み
続
け
、
回
復
が
遅
く

な
っ
て
き
た

④
飲
酒
し
な
い
と
離
脱
症
状
が
起
こ

る
（
イ
ラ
イ
ラ
・
頭
痛
・
吐
き
気
・

発
汗
・
手
の
震
え
・
不
眠
・
食
欲

不
振
な
ど
）

　
①
〜
④
の
サ
イ
ン
が
あ
る
場
合
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

「
自
分
は
依
存
症
で
は
な
い
」
と
本

人
は
否
認
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

家
族
や
周
囲
が
理
解
し
手
を
差
し
伸

べ
ま
し
ょ
う
。

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い

●
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
テ
ス
ト
（
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
オ
ー

デ
ィ
ッ
ト
）

●「
減
酒.jp

」
大
塚
製
薬

●「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
治
療
ナ
ビ.jp

」

●
酒
造
メ
ー
カ
ー
各
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

『
お
酒
、
飲
み
す
ぎ
て

　
　
　
　
　
い
ま
せ
ん
か
？
』

症
問
題
に
つ
い
て
の
サ
イ
ト
が
あ

り
ま
す
。

相
　
　
談
　
　
先

⑴
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

依
存
症
相
談

☎
０
２
６‒

２
６
６‒

０
２
８
０

⑵
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課

☎
０
２
６
５‒

53‒

０
４
４
４

⑶
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ケ
根

☎
０
２
６
５‒

83‒

３
１
８
１（
代
表
）

※
電
話
で
「
お
酒
の
こ
と
で
相
談
し
ま

す
」
と
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
先
に
迷
う
場
合
は
、
役
場
健

康
福
祉
課
健
康
支
援
係
保
健
師
に

遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
メ
ー
ル
で
も
承
り
ま
す
。

本
人
で
は
な
く
家
族
や
友
人
の
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

　
☎
０
２
６
０‒

32‒

１
０
２
１

hokenshi

＠vill.tenryu.lg.jp

お酒に伴うリスクや知識を知る
飲酒ガイドライン▶

全国のアルコール健康障害に関する
相談窓口▶

お酒と自分の関係を調べる
AUDIT▶

アルコールウォッチ

お酒の影響を受けやすい　   つの要因とは

みんなに知ってほしい
飲酒のこと

飲酒は健康だけでなく、様々な影響をおよぼします。
一人ひとりがアルコールのリスクを理解し、

どのような影響があるか、自分にあった飲酒量を決め、
健康に配慮した飲酒を心がけましょう。

●  自らの飲酒状況などを把握する
●  あらかじめ量を決めて飲酒する
●  飲酒前、飲酒中に食事をとる
●  飲酒の合間に水を飲む
●  1週間のうち、飲まない日を設ける

●  一時多量飲酒（急いで飲まないようにしましょう）
●  他人への飲酒の強要
●  不安や不眠を解消するための飲酒
●  病気など療養中の飲酒や服薬後の飲酒
●  飲酒中、飲酒後の運動や入浴

お酒との付き合い方を見直してみよう 以下のような飲酒や飲酒後の行動は避けましょう

重要!!

あなたの行動をチェック！

＜飲酒にかかる留意事項＞・ 飲酒運転や20歳未満の飲酒は法律で禁止されています　・ 妊娠中や体質的にお酒を受け付けられない人は飲酒を避けましょう

3

自分が飲んだお酒の種類を選ぶと、簡単に総飲酒量（純アルコール量）とお酒の分解にかかる
時間が計測できます。自分の健康を管理するための方法の1つとして、活用してみましょう。

年齢の違いによる影響 性別の違いによる影響 体質の違いによる影響

長期・大量に飲酒することによる「発症」
・ アルコール依存症・生活習慣病・肝疾患
・ がん など  

飲酒後にトラブルが発生「行動面」
・ 高所での作業による事故・怪我や他人とのトラブル
・ 火気を伴う器具類の扱いによる事故 など

高齢者は体内の水分量の減少等
で、若い頃と同じ飲酒量でもアル
コールの影響が強く現れ、転倒、
骨折、筋肉の減少の危険性が高ま
ります。
20歳代の若年者は脳の発達の途
中であり、健康問題のリスクが高
まる可能性があります。

女性は、一般的に男性と比べて体内
の水分量が少なく、分解できるアル
コール量も少ないため、アルコール
の影響を受けやすいことが知られ
ています。

体内の分解酵素の働きの強弱など
が個人によって大きく異なり、顔が
赤くなったり、動悸や吐き気を引き
起こす可能性があります。

過度な飲酒による影響他にも

1 2 3

アルコールウォッチ
飲酒チェックツール

飲酒量チェック 飲酒運転防止

A4（w210×h297） 厚労省 飲酒ガイドラインリーフレット_花

純アルコール20ｇに相当する酒量

天龍村定住促進事業による通勤助成金の申請を開始します。

該当する方は通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

【該当要件】①～③のすべてを満たすことが条件です。
①令和８年１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意思がある方

②16歳以上で村外に勤務されている方（年齢の上限はありません）

③通勤日数が月15日以上の方（月15日未満は支給対象外です）

【助成内容】
・2025年１月～12月までの間の勤務実績に応じて、通勤距離１kmあたり10円（月最大8,000

円（消防団員にあっては月最大10,000円））で算出します。消防団員の方は助成総額に

10％を加算した額を支給します。

・助成の内容については、総額の１/２は現金で支給し、１/２は翌年度村内のガソリンスタ

ンド（以下SS）で使えるクーポン券を支給します。クーポン券端数分は切り捨て、現金で

支給します。

・今年度から、年齢に応じた支給率を廃止しました。

※村内SSクーポン券で利用できるものの例：給油、灯油配達、タイヤ、オイル交換、洗車
※SS発行の専用カードへの入金など、換金性が高いものには使用できません。

【提出書類】
①住民票の写し（令和８年１月５日㈪以降に発行のもの）

②申請書および誓約書（役場、南支所、村のホームページからダウンロード

　　　　　　　　　　　（行政情報→くらしと手続き→申請書→申請書ダウンロード）
※申請書と合わせて会社などの就業証明書を添付してください。会社などへの就業証明は、就業先に申請書内
にある該当箇所への記入押印を依頼してください。
※今回初めて通勤助成金を申請される方、就業先が変わった方などは、通勤経路図を添付してください。

【受付期間・受付場所】
　役場（地域振興課）または南支所へ令和８年（2026年）１月５日㈪～30日㈮までに提出ください。

▼　　　▼　　　▼　　　▼　　　▼

《ご不明な点がございましたら、役場地域振興課移住定住推進係へお問い合わせください。》

☎32－1023

通勤助成金の受付を開始します

（例）助成額が80,000円の場合

【クーポン券支給分】
80,000円×１/２＝40,000円
●翌年度村内SSで使えるクーポン券として交付
（1,000円券×40枚）

【現金支給分】
80,000円－40,000円（クーポン券）＝　40,000円
●40,000円を年度末に現金振り込みで支給
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民生委員･児童委員の一斉改選が行われました
　任期満了による民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、12月１日㈪より新たな委
員でスタートすることになりました。民生委員・児童委員は、民生委員法により定め
られた民生委員推薦会によりその選考が行われ、長野県知事に推薦されたもので、知
事は県の地方社会福祉審議会の意見を聴いたうえで厚生労働大臣に推薦し、このたび
同大臣から委嘱される運びとなりました。任期は３年間で、長期にわたり大変お世話
になりますがよろしくお願いします。

福士直子さん（西原）
　長年にわたり、地域福祉の向上にご尽力いただきましたことに、心から感謝申
し上げます。

　民生委員は民生委員法により市町村への設置が定められ、児童委員は児童福祉法に
よって民生委員が児童委員を兼ねることとなっています。民生委員・児童委員は厚生
労働大臣に委嘱されたボランティアとして、地域に根差した福祉活動を展開するもの
で、担当区域の住民の実態や福祉需要の日常的な把握と、地域住民が抱える問題につ
いて、相手の立場に立って相談に乗ります。また、住民の福祉需要に応じてサービス
が受けられるよう関係行政機関、施設・団体などに連絡し、必要な対応を促すパイプ
役となっていただくのが主な活動になります。
　民生委員・児童委員は、個人的な利益につながる支援としての経済的支援や労力の
提供などは行いません。また、過剰な個人的付き合いを強いられるものでもありませ
んので、ご理解をお願いします。

　
本
格
的
な
除
雪
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
村
で
は
道
路
の
安
全
確

保
の
た
め
、
積
雪
10
セ
ン
チ
を

目
安
に
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま

す
。
　
　

　
ま
た
、
凍
結
が
予
想
さ
れ
る

道
路
に
は
塩
カ
ル
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
み
な

さ
ん
に
は
降
雪
時
の
塩
カ
ル
散

布
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
塩
カ
ル
は
路
面
凍
結
を
防
ぐ

た
め
の
も
の
で
す
が
、
車
両
や

金
属
製
品
に
付
着
す
る
と
錆
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
走
行
後
は
早
め
の
洗
車
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　
玄
関
前
・
車
庫
前
の
雪
寄
せ

は
各
ご
家
庭
で
の
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。（
建
設

課
・
地
域
振

興
課
）

　
大
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
特
に
昭
和
56
年

（
１
９
８
１
年
）
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
は
、
現
行
の
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
宅
の

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工

事
に
対
す
る
支
援
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
よ
り
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

耐
震
改
修
工
事
の
補
助
額
を
従

来
の
最
大
60
万
円
か
ら
最
大
１

１
５
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。

　「
う
ち
の
家
は
大
丈
夫
か
な
」

と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
役
場
建
設
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
大
切
な
ご
家
族
の
命
を
守
る

た
め
、
今
で
き
る
備
え
を
一
緒

に
進
め
ま
し
ょ
う
。

建
設
課
（
32-

１
０
２
２
）

　
11
月
９
日
㈰
に
飯
田
市
の
天

龍
峡
で
、「
ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
de
縁
結
び
in
天
龍
峡
」
と
題

し
て
、
天
龍
村
、
泰
阜
村
、
売

木
村
、
阿
南
町
、
下
條
村
の
南

部
五
町
村
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
天
龍
峡
観
光
案
内
所
〜
そ
ら

さ
ん
ぽ
天
龍
峡
を
往
復
す
る
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

回
は
男
性
10
名
、
女
性
５
名
が

参
加
し
、
天
龍
村
か
ら
は
１
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
出
会
い

の
場
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
秘
境
大
学
と
は
…

　
関
係
人
口
を
創
出
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
天
龍
村
の
フ
ァ
ン

を
増
や
す
取
組
で
す
。

12
月
７
日
㈰
郷
土
料
理
教
室

　
郷
土
料
理
教
室
は
非
常
に
人

気
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
村
民
の
方
が
、教
授
と
な
り
、

村
内
外
か
ら
、
13
名
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
年
末
と
い
う
事
で
、

大
汁
や
こ
ん
に
ゃ
く
の
く
る
み

和
え
を
作
り
、み
ん
な
で
調
理
・

食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も

美
味
し
く
、ま
た
参
加
し
た
い
」

と
好
評
で
し
た
。

退 任 委 員

民生委員・児童委員の活動について

『民生委員・児童委員名簿』（令和７年度改選後）

出身地区 氏　名 新•再任別 担　当　地　区
清　水 遠山　巳好 再　任 折立　清水　北　本町　長野
西　原 宮澤ナヲ子 再　任 為栗　西原　東原Ａ
東原Ｂ 小木曽靖子 再　任 東原Ｂ　中央　余野
長野町 村松　三子 再　任 長野町　南下　松島　長沼　長島宇連　見遠
南　上 板倉　昭德 再　任 岡本　南上　南中
十久保 熊谷　秀敏 再　任 鶯巣　十久保　下山　中井侍　上平うぐす宇連
福　島 平松　喜子 再　任 栄町　福島　大久那　合戸　
坂　部 平松　和子 再　任 中組　戸口　倉の平　坂部
向　方 橋爪　　誠 再　任 梨畑　大河内　向方　峠山
向　方 村松　美雪 新　任 天龍村全域【主任児童委員】

任期：令和７年12月１日～令和10年11月30日 （敬称略）

除
雪
作
業
・

　
　塩
カ
ル
に
つ
い
て

冬
本
番
！

耐
震
診
断
・

　耐
震
改
修
の
ご
案
内

住
ま
い
の
安
全
を
守
る
た
め
に

トレッキングコースの説明を受ける参加者

メニュー「大汁」・「こんにゃくのくるみ和え」

南部五町村婚活
イベント開催

秘
境
大
学
２
０
２
５
開
校
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天
龍
小
学
校
で
、「
お
や
す
・

し
め
縄
、
餅
つ
き
大
会
」
が
12

月
３
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
月
を
迎
え
る
し
き
た
り
な

ど
の
体
験
を
通
し
て
、
伝
統
行

事
の
良
さ
を
知
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

み
な
さ
ん
の
助
言
の
も
と
、
児

童
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
お
や

す
・
し
め
縄
」
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
餅
つ
き
で
は
、
小
学

５
・
６
年
生
が
育
て
収
穫
し
た

も
ち
米
を
、
今
で
は
見
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
杵
と
臼
を

使
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
方
法
で

つ
き
ま
し
た
。
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
リ
ズ
ム
よ
く
つ
か
れ
た
お

餅
は
、
お
雑
煮
や
き
な
こ
餅
と

し
て
振
る
舞
わ
れ
、
み
な
さ
ん

で
味
わ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

日
本
の
伝
統
行
事
を
学
ぶ
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
広
報
天
龍
第
２
２
５
号
（
９

月
号
）
で
公
表
後
、
９
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
原
　
絵
里
香
様
●
源
田
　
義
雄
様

●
吉
澤
　
和
志
様
●
八
木
み
ゆ
き
様

●
大
木
　
英
宏
様
●
山
田
　
洋
輝
様

●
田
辺
　
直
子
様
●
前
川
　
将
之
様

●
照
屋
　
誠
　
様
●
青
木
　
聡
　
様

●
津
田
　
康
平
様
●
冨
沢
　
修
　
様

●
藤
井
　
勝
稔
様
●
石
川
　
俊
雄
様

●
福
本
　
謙
三
様
●
宮
本
　
吾
郎
様

●
青
木
　
幸
尚
様
●
大
塚
　
恭
正
様

●
藤
牧
　
敏
朗
様
●
渡
邊
健
太
郎
様

●
山
口
　
初
　
様
●
雨
宮
　
加
奈
様

●
中
沢
　
邦
秀
様
●
高
井
　
郁
貴
様

●
金
澤
兼
二
郎
様
●
河
本
　
良
作
様

●
牧
　
拓
也
　
様
●
森
島
　
千
絵
様

●
岡
　
貴
之
　
様
●
宮
部
　
将
幸
様

●
周
　
経
民
　
様
●
堀
岡
　
伸
康
様

●
千
葉
　
凌
輔
様
●
藤
島
　
森
羅
様

●
中
村
　
達
郎
様
●
大
脇
　
和
彦
様

●
大
関
　
健
治
様
●
折
山
　
亮
介
様

●
黒
田
　
直
人
様
●
山
崎
　
拓
　
様

●
松
尾
　
政
考
様
●
稲
見
　
渉
里
様

●
竹
内
　
悠
登
様
●
齋
藤
　
伸
一
様

●
小
柳
友
歌
里
様
●
野
崎
美
由
紀
様

●
鎌
倉
　
光
男
様
●
村
田
　
幸
平
様

●
岸
　
純
一
　
様
●
宇
土
　
晃
央
様

●
御
澤
　
晴
人
様
●
木
戸
万
有
美
様

●
黒
川
　
由
登
様
●
村
松
　
直
和
様

●
岩
崎
　
智
弘
様
●
奥
村
　
智
和
様

●
清
沢
　
典
子
様
●
細
田
　
洋
二
様

●
傳
　
浩
司
　
様
●
大
谷
美
也
子
様

●
林
　
幹
人
　
様
●
山
田
　
洋
嗣
様

●
岩
松
　
迪
拓
様
●
野
村
　
尚
也
様

●
筒
井
　
一
伸
様
●
山
口
　
郁
馬
様

●
中
田
　
雄
二
様
●
北
原
　
恵
子
様

●
竹
下
　
光
一
様
●
大
西
　
洋
一
様

●
小
林
　
恵
二
様
●
山
内
有
紀
子
様

●
山
成
　
真
市
様
●
林
　
那
須
弘
様

●
角
龍
　
颯
太
様

　
今
回
は
４
３
４
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら

の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場

窓
口
で
も
承
り
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
地
域
防

災
組
織
育
成
事
業
）を
活
用
し
、

消
防
団
の
夏
用
活
動
服
を
整
備

し
、
団
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
猛
暑
日
が
続
く
近

年
の
夏
場
の
消
防
団
活
動
に
お

い
て
熱
中
症
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
整
備

し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
も
、
消
防
団
で
は
活
動

す
る
団
員
の
健
康
や
安
全
面
を

配
慮
し
な
が
ら
、
村
民
の
み
な

さ
ん
の
安
心
安
全
を
守
れ
る
よ

う
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協力を
いただきありがとうございました。みなさんのご協力に
より、「281,300円」を収納することができ、11月18日
㈫長野県支部に送金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域での
奉仕団活動の資金として活用されます。
　全国各地で災害が相次ぐなか、今後も活動資金へのご
理解とご協力をお願いします。

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協力を
いただきありがとうございました。みなさんのご協力に
より、「281,300円」を収納することができ、11月18日
㈫長野県支部に送金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域での
奉仕団活動の資金として活用されます。
　全国各地で災害が相次ぐなか、今後も活動資金へのご
理解とご協力をお願いします。

令和７年度 日赤社資の収納報告

• 図柄デザインラッピング郵便ポスト 役場・龍泉閣・南支所へ設置
• ３月末時点の住民基本台帳人口が998人となり、1,000人を下回る
• 村営バス阿南線運行開始
• 福祉医療（老人）給付額を６割から８割へ増
• 天龍村議会議員一般選挙　無投票により８名当選　
• 議長に村松克一氏、副議長に熊谷美沙子氏
• 国道418号 福島トンネル竣工祝賀会開催
• 代表監査委員に秦　和哉氏　就任
• 働く世代向け運動教室の開始
• 天龍小中学生 大阪・関西万博見学会の開催
• 最高気温35度以上の猛暑日が令和５年を上回り、役場で29日、中井侍で32日記録
• 教育委員に宮澤くるみ氏再任
• 村営ケーブルテレビ新規受付終了、㈱飯田ケーブルテレビによる光キャストビジョ
ンの配信開始
• 民生児童委員一斉改選

令和７年（2025年） 村のおもなできごと

今年のおもな
できごとです。

お
や
す 

し
め
縄

　
　餅
つ
き
大
会

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▶
整
備
し
た
夏
用
活
動
服

令和７年度

コミュニティ
助成事業
消防団の夏用
活動服購入
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９
月
30
日
㈫
と
10
月
１
日
㈬
に
国

土
交
通
省
、
財
務
省
と
関
東
地
方
整

備
局
に
対
し
、
天
龍
村
長
と
天
龍
村

議
会
議
員
で
村
独
自
の
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
30
日
㈭
に
長
野
県
建

設
部
及
び
長
野
県
議
会
に
対
し
、
天

龍
村
長
と
天
龍
村
議
会
議
員
、
天
龍

村
商
工
会
長
、
天
龍
村
観
光
協
会
長

で
国
・
県
道
の
道
路
整
備
な
ど
に
向

け
た
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
要
望
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
国
道
四
一
八
号
　
足
瀬
地
籍
の
災

害
早
期
復
旧
と
前
後
の
道
路
狭
隘

部
分
の
改
良
整
備
推
進

〇
国
道
四
一
八
号
　
天
竜
川
橋
架
け

替
え
工
事
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
　
阿
南
町
新
野
〜

天
龍
村
的
瀬
間
の
拡
幅
改
良
整
備

推
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
平
岡
ダ

ム
〜
十
方
峡
橋
（
松
崎
）
の
道
路

改
築
事
業
の
早
期
着
工

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線

　
和
知
野
〜
羽
衣
崎
の
急

カ
ー
ブ
、
急
勾
配
の
解
消

及
び
ト
ン
ネ
ル
化
に
よ
る

改
良
整
備
推
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　

満
月
屋
〜
早
木
戸
橋
間
の

改
良
整
備
推
進

〇
○主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　

沿
線
樹
木
伐
採
の
実
施

〇
一
般
県
道
大
河
内
中
川
原
線
　
川

島
〜
大
河
内
間
の
待
避
所
設
置
と

道
路
防
災
事
業
の
整
備
推
進

〇
一
級
村
道
大
河
内
線
　
過
疎
代
行

に
よ
る
村
道
大
河
内
線
の
改
良
整

備
推
進

〇
一
級
河
川
芝
沢
川
、
一
級
河
川
早

木
戸
川
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
土
石
流
対
策

〇
福
島
地
区
、
向
方
地
区
ス
ド
ウ
チ

地
籍
の
地
す
べ
り
対
策
の
推
進

　
国
土
交
通
省
沓
掛
道
路
局
長
よ
り

国
道
四
一
八
号
は
地
域
の
重
要
な
道

路
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
三
遠
南

信
自
動
車
道
を
見
据
え
周
遊
し
て
も

ら
え
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
よ
う
、

継
続
し
て
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
野
県
栗
林
建
設
部
長
か
ら
は
国

土
強
靭
化
対
策
予
算
の
確
保
に
向
け

て
国
へ
の
要
望
活
動
を
行
う
の
で
、

予
算
確
保
に
向
け
協
力
願
い
た
い
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
15
日
㈯
の
昇
龍

ま
つ
り
の
中
で
行
わ
れ
、
ご
出

席
い
た
だ
い
た
方
々
に
村
長
よ

り
、
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。村

　表
　彰

○
村
松
小
司
郎 

様
（
長
野
町
区
）

○
大
平
　
正
長 

様
（
中
央
区
）

○
竹
田
　
順
次 

様
（
大
河
内
区
）

感
　謝
　状

○
大
平
　
亮
治 

様
（
飯
田
市
）

○
林
　
　
修
亨 

様
（
喬
木
村
）

○
田
村
　
克
彦 

様
（
長
野
市
）

○
橋
爪
　
　
稔 

様
（
飯
田
市
）

○
川
上
　
久
光 

様
（
下
條
村
）

○
城
田
　
　
道 

様
（
埼
玉
県
）

○
小
池
　
昌
子 

様
（
茨
城
県
）

　
以
上
の
方
か
ら
は
、
村
に
貴

重
な
美
術
品
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
若
林
　
剛
之 

様
（
京
都
府
）

　
村
に
多
額
の
金
品
を
寄
附
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
表
彰

〇
熊
谷
　
千
鶴 

様
（
倉
の
平
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、
５
年
間
、
保
険
を
使

用
し
な
か
っ
た
世
帯
で
、
国
民

健
康
保
険
税
を
完
納
し
た
世
帯
。

村
　表
　彰

〇
熊
谷
　
千
鶴 

様
（
倉
の
平
区
）

〇
吉
澤
　
幸
男 

様
（
上
平
う
ぐ
す

宇
　
連
　
区

）

〇
安
達
ト
シ
子 

様
（
本
町
区
）

〇
村
松
　
秀
俊 

様
（
梨
畑
区
）

〇
宮
澤
　
正
吉 

様
（
鶯
巣
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、３
年
以
上
に
わ
た
り
、

保
険
を
使
用
し
な
か
っ
た
世
帯

で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

表彰式にご出席していただいたみなさん

国
保
健
康
家
庭
表
彰

村
表
彰
・
国
民
健
康
保
険

健
康
家
庭
表
彰

村･

村
議
会
に
よ
る
国
道･

県
道
の
改
良
な
ど
の
要
望
活
動
を
実
施

長野県 栗林建設部長へ要望書の手渡し

国土交通省 沓掛敏夫道路局長へ要望書の手渡し

　
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以

下
に
な
っ
た
時
や
、
一
日
中
気

温
が
氷
点
下
の
真
冬
日
が
続
い

た
時
な
ど
に
、水
道
管
の
凍
結
・

破
裂
に
よ
る
水
漏
れ
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
凍
結
防
止
に
有
効
な
手
段

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護

…
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
器

ボ
ッ
ク
ス
内
や
、
屋
外
に
む
き

出
し
の
水
道
管
は
、
保
温
材
や

ヒ
ー
タ
ー
で
保
護
す
る
こ
と
が

有
効
で
す
。
特
に
、
立
ち
上
が

り
部
分
は
地
中
の
20
㎝
ほ
ど
、

ま
た
蛇
口
部
分
も
保
護
す
る
こ

と
が
効
果
的
で
す
。

●
不
凍
栓
の
活
用

…
不
凍
栓
が
あ
る
場
合
は
、
寝

る
前
に
必
ず
バ
ル
ブ
を
閉
め
、

蛇
口
を
し
っ
か
り
開
い
て
水
抜

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
も
、
水
道
管
が
破
裂
し

漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー

器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉

め
て
か
ら
、
水
道
工
事
業
者
へ

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
建
設
課 

環
境
水
道
係
）

水
道
管
凍
結
事
故
に

　ご
注
意
く
だ
さ
い
！

凍
結
注
意
！

年末年始のご案内
12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5
（土）（日）（月） （火） （水）（木）（金）（土）（日）（月）

ふれあいステーション龍泉閣
【２階フロント、売店】

通常営業

12時閉店
休業

通常営業【１階レストラン】 14時閉店

【４階ラウンジ】 休業

龍泉の湯
正午～18時
受付終了
19時閉館

休業
正午～20時
受付終了
21時閉館

通常
営業

天龍温泉おきよめの湯 通常営業 18時閉館 休業 通常営業

レストラン湯とり 冬季営業 休業 冬季営業

図書館 開館 休館（12/29～1/5）

村営バス神原線 通常運行 午後
運休 運休 通常運行

村営バス阿南線（予約制） 運休
通常
運行
（要予約）

広域バス平岡線（平岡⇔和田） 運休 通常運行 運休 通常
運行

乗合タクシー平岡線
（平岡⇔和田） 土日ダイヤ 通常運行 土　日

ダイヤ 運休 土日ダイヤ 通常
運行

天龍村国保診療所 休診（12/26～1/2） 休　日
当番医 休診 通常

診療

稲葉クリーンセンター受け入れ × × 〇 〇 × × × × × 〇

阿南斎場の受け入れ 〇 × 〇 〇 × × × × × 〇

【その他】可燃ゴミの収集は、向方・大河内地区は12月29日㈪まで収集を行い、年始は１月５日㈪から収集を行います。
それ以外の地区は、12月30日㈫まで収集を行い、年始は１月６日㈫から収集を行います。
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日 時：令和8年１月１1日（日）

場 所：文化センターなんでも館

開 場：１２時4０分

寄席開演：１３時３０分
※当日、体調のすぐれない方の参加はご遠慮ください。

※会場に入りましたら大声で話したり、咳エチケットなどの

ご配慮をお願いします。

　
11
月
15
日
㈯
、16
日
㈰
の
２
日
間
、

な
ん
で
も
館
を
会
場
と
し
て
「
２
０

２
５
昇
龍
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
で
、
15
回
目
を
迎
え
る
「
昇

龍
ま
つ
り
」
は
、
村
民
と
農
林
商
工

業
者
な
ど
の
各
種
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
の
再
発
見
や
、
村
民
同
士

の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
な
ど
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
種
表
彰
や
「
羽
ば
た
け
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
」
動
画
完
成
祝
賀
試
写
会
や

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校
に
よ

る
テ
ッ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
を
は

じ
め
地
元
の
各
種
団
体
に
よ
る
農
林

産
物
の
販
売
や
、
体
験
、
健
康
コ
ー

ナ
ー
、
作
品
展
示
、
保
育
園
児
、
小

学
生
、
中
学
生
な
ど
に
よ
る
発
表
、

も
の
ま
ね
芸
人
に
よ
る
歌
姫
も
の
ま

ね
フ
ェ
ス
、
投
げ
餅
が
行
わ
れ
両
日

と
も
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
村
民
の
み
な
さ
ん
や
関

係
者
お
よ
び
餅
投
げ
の
景
品
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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